
数学演習第一 第 3回 微積：合成関数の微分, 逆関数の微分等【解答例】

演習実施日 2015年 5月 20日 (水), 解答配布日 5月 27日 (水)

１ (1) 与式の分子は分母で割り切ることができる.
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(2)∗ 与式を f(x) とおくと, log |f(x)| = log |x + 1| + 3 log |x − 1| − 3 log |x| − log |x − 2| となる.
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(3) 対数の定義より aloga b = b であるから, 与式は定数 e となる. (与式)′ = e′ = 0.

(4) 指数法則より, 与式は 23x となる. 公式 (ax)′ = ax log a と合成関数の微分の公式を用いると,(
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(6)∗ 与式を f(x) とおくと, log |f(x)| = (sinx) log |x3 + 1| となる. 両辺を x で微分して,
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補足
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f ′(x) の a を g(x) に置き換えた式 g(x) (f(x))g(x)−1
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(7) 対数微分の公式より (与式)′ = − (cos x)′
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２ 例の別解 x = f(y) の両辺に 2ey をかけて, 2xey = (ey)2 − 1 ⇐⇒ 0 = (ey)2 − 2xey − 1.

2次方程式の解の公式より ey = x±
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したがって, x = sin y の両辺を x で微分すると, 合成関数の微分の公式より
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したがって, x =
1

cos y
の両辺を x で微分すると, 合成関数の微分の公式より
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(12)∗ y < 0 のとき x = sinh y < 0 であるから,
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したがって, x = cosh y の両辺を x で微分すると, 合成関数の微分の公式より
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別解 例の別解と同様にして, 0 = (ey)2 − 2xey + 1 ⇐⇒ ey = x ±
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x2 − 1. y 5 0 より ey 5 1 である
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補足 このことから, 与式は定義域 0 < x < 1 内で定数とわかる. x =
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別解 ( 1© に続いて) π < y < 2π で sin y < 0 であるから,
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